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 写真
しゃしん

は､『勲一等瑞宝章
くんいっとうずいほうしょう

』です。昭和
しょうわ

53年
ねん

(1978)の秋
あき

に岡崎
おかざき

 

嘉平太
かへいた

さんが、叙勲
じょくん

を受
う

けられました。 

  また､岡崎嘉平太
おかざきかへいた

記念館
きねんかん

の講演会
こうえんかい

の講師
こうし

として、中国
ちゅうごく

より 

お招
まね

きした 劉
りゅう

徳有
とくゆう

 さんも、平成
へいせい

12年
ねん

(2000)の春
はる

に、『勲二等
くんにとう

旭日
きょくじつ

 

重光章
じゅうこうしょう

』の叙勲
じょくん

を受
う

けられています。 
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OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

 昨年２月に記念館で『もったいない座談会』

を催しました。参加くださった１０名の地域の 

方に“私のエコ”と言う主題で日々の実践や考え

を教えていただきました。“知恵や実践を伝えあ 

えてよかった”“子どもたちや若いお母さんに 

も伝えたいな”と感想をいただきました。 

 そして､ある家庭の実話をもとに､小さなじゃこ 

たちのお話が生まれました。偏食をせず「いた

だきます」の声が聞こえる食卓、無駄なく食す

よう努める家庭が増えるといいな、との願いが 

込められたお話です。写真は､人形劇の創作のた 

めに集まった様子です。 

前列左から３番目が嘉平太さん､後列 

 左から３番目が時子夫人 

 勲章
くんしょう

は、日本
にほん

の栄典
えいてん

(名誉
めいよ

)の一
ひと

つで､国
くに

や社会
しゃかい

公共
こうきょう

に対
たい

して 

優
すぐ

れた功績
こうせき

をあげた人
ひと

におくられます。日本政府
せいふ

には、内閣府
ないかくふ

  

勲章局
きょく

があり､勲章などの授与
じゅよ

の審査
しんさ

を行
おこな

っています｡受賞者
じゅしょうしゃ

は､ 

勲章を身
み

に着
つ

けて配偶者
はいぐうしゃ

とともに、天皇
てんのう

陛下
へいか

に拝謁
はいえつ

します｡ 

岡崎嘉平太記念館発！もったいない 

                                 嘉平太さんも実践した嘉平太さんも実践した嘉平太さんも実践した   
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～
物
語
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
～ 

 

だ
い
ち
Ḋ
ん 

᷸
お
魚
は

きᷞ
ら
い
だ
よ
～
᷹ 

  

幼
稚
園
へ
行
ḉ
て
い
る
だ
い
ち
Ḋ

ん
は

ちᷞ
り
め
ん
じ
Ḋ
こ
を
一
匹

ず
つ

おᷞ
茶
椀
の
中
か
ら
出
し

は
じ
め
ま
し
た 

 

お
父
さ
ん 

᷸
こ
の
ち
り
め
ん
じ
Ḋ
こ
に
は
ᷞ
一 

匹
一
匹
み
ん
な
命
が
あ
ḉ
た
ん 

だ
よ
ᷟ
海
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い 

た
の
に

人ᷞ
間
の
た
め
に
そ
の
命
を

く
れ
た
ん
だ
よ
᷹ 
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だより 

 

九
月
半
ば
頃
、
重
慶
か
ら
湯
恩
伯
将
軍
が
上
海
地
区
の
接
収
に
や
っ
て
き
た
。
―
中
略
― 

湯
恩
伯
将
軍
が
正
式
に
接
収
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
報
道
を
聞
い
た
と
き
に
は
、 

全
く
救
わ
れ
た
と
い
う
安
心
感
で
ほ
っ
と
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
彼
は
士
官
学
校
の 

出
身
で
あ
る
上
に
、
勇
敢
で
あ
る
と
と
も
に
清
廉
な
将
軍
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
の 

軍
人
の
間
に
も
、
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
湯
恩
伯
将
軍
が
や
っ
て
く
る
前
か
ら
、 

上
海
で
は
日
本
の
工
場
で
働
い
て
い
た
中
国
人
労
働
者
の
退
職
手
当
の
要
求
が
起
こ
り
、 

日
本
側
工
場
は
支
払
賃
金
の
調
達
が
で
き
な
い
た
め
、
段
々
険
悪
な
様
相
を
呈
し
て

来
て
い
た
。
―
中
略
― 

軍
も
、
総
領
事
も
処
置
で
き
な
く
て
、
と
う
と
う
大
使
館
事
務
所
に 

押
し
か
け
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
使
館
事
務
所
は
元
来
、
日
本
の
工
場
を
監
理

す
る
権
限
は
な
か
っ
た
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
融
通
す
る
資
金
を
持
っ
て 

も
い
な
か
っ
た
が
、
敗
戦
と
い
う
特
別
な
事
態
の
中
で
、
所
管
の
押
し
つ
け
合
い
を 

し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
や
む
を
得
ず
、
何
と
か
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
た
め
に
努
力 

し
て
み
よ
う
と
、
私
が
買
っ
て
出
た
。
と
こ
ろ
が
金
が
な
い
の
だ
か
ら
、
何
と
も
な 

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
九
月
半
ば
、
湯
恩
伯
将
軍
が
乗
り
込
ん
で
き
て
、
そ
れ
ま
で 

日
本
の
登
部
隊
が
司
令
部
に
し
て
い
た
グ
ロ-

ブ
ナ-

ハ
ウ
ス
に
入
っ
た
。
私
は
湯
将
軍 

に
訴
え
る
外
な
い
と
決
心
し
て
、
―
中
略
― 

面
会
を
求
め
た
。
―
中
略
― 

貸
借
金
を
払
お
う 

に
も
金
が
作
れ
な
い
（
日
本
人
所
有
物
資
の
移
動
禁
止
令
が
出
て
い
た
）
の
で
物
資 

処
分
を
一
部
認
め
て
欲
し
い
。
退
職
金
支
払
い
が
遅
れ
た
場
合
に
も
暴
動
な
ど
に
な

ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
て
欲
し
い
、
と
二
つ
の
こ
と
を
頼
ん
だ
。
二
つ
と
も
適
当
に
処
理 

し
よ
う
、
と
即
座
に
快
諾
し
て
く
れ
た
。
や
れ
や
れ
と
重
荷
を
お
ろ
し
た
思
い
で
辞
去 

し
よ
う
と
立
上
が
る
と
、｢

ち
ょ
っ
と
お
待
ち
な
さ
い
、
い
い
機
会
だ
か
ら
少
し
話
を 

し
よ
う｣

と
言
わ
れ
て
私
は
、
何
事
だ
ろ
う
、
と
胸
を
ど
き
ど
き
さ
せ
な
が
ら
再
び 

腰
を
下
ろ
し
た
。
湯
将
軍
の
話
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は

日
清
戦
争
以
来
、
わ
が
国
を
随
分
い
じ
め
た
。
こ
れ
に
は
わ
が
国
と
し
て
は
非
常
な

恨
み
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
今
更
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
始
ま
ら
な
い
。
こ
れ

か
ら
は
、
も
う
戦
争
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
お
互
い
に
手
を
握
っ
て
ア
ジ
ア
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
蒋
主
席
の
考
え
で
も
あ
る
か
ら
、
岡
崎
先
生
も
こ
れ
に

協
力
し
て
下
さ
い
。
私
は
大
変
驚
き
感
激
し
て
、｢

私
は
若
い
と
き
か
ら
、
日
本
と
中
国 

と
は
協
力
し
て
ま
ず
ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
を
か
ち
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
え
て
い 

た
者
で
す
か
ら
、
将
軍
の
お
言
葉
に
は
大
変
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る 

ま
で
も
な
く
私
も
微
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う｣

と
答
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

岡
崎
嘉
平
太
著
『
私
の
記
録
』
（
東
方
書
店 

昭
和
五
十
四
年
発
行)

よ
り   
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戦
後
処
理
を
す
る
中
で
、
岡
崎
氏
は 

中
国
の
湯
恩
伯
将
軍
に
会
い
ま
し
た
。 

 

戦
後
、
湯
氏
は
、
た
び
た
び
日
本
を 

訪
れ
、
岡
崎
氏
と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。 

湯恩伯氏夫妻と共に 昭和28年(1953) 
前列左二人目から湯恩伯氏､岡崎氏､ 

  湯恩伯氏夫人。日本にて 

 

中
国
の
軍
人
。
日
本
の
陸
軍
士
官 

学
校
卒
。
後
、
黄
埔
軍
官
学
校
教
官
。 

蒋
介
石
の
信
任
を
得
、
第
一
三
軍
軍
長
、 

第
一
戦
区
副
司
令
な
ど
を
歴
任
。
終
戦 

時
に
は
第
三
方
面
軍
司
令
と
し
て
上
海 

で
日
本
軍
の
武
装
解
除
と
本
国
送
還
に

当
た
っ
た
。
一
九
四
九
年
南
京･

上
海･

 
杭
州
地
区
警
備
司
令
と
し
て
人
民
解
放 

軍
の
南
下
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
が 

敗
れ
台
湾
に
逃
れ
た
。
そ
の
後
四
回
程 

来
日
、
嘉
平
太
氏
と
も
親
交
を
深
め 

た
。
東
京･

慶
応
病
院
で
死
去
。 

湯
恩
伯
将
軍
（
一
八
九
九
～
一
九
五
四) 

と
う 

お
ん 

ぱ
く 
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 ｢岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える｣ 第九回 講演会 の開催 

最近の出来事 

岡崎家の墓参(吉備中央町北) 
中央が劉徳有先生ご夫妻 

岡山後楽園の郭沫若氏の碑文前にて 

右から二人目が劉徳有先生｡左から二人

目が夫人 

 郭沫若氏は､旧制第六 

 高等学校に在学されていた｡   

 戦後､来岡の際(劉氏は､ 

 通訳として同行)に、丹頂の 

 いなくなった後楽園を見られ 

 て悲しみ､後に二羽のつが 

 いを岡山県に寄贈された｡

 

後
楽
園
仍
在 

 

烏
城
不
可
尋 

願
將
丹
頂
鶴 

 

作
對
立
梅
林 

郭
沫
若 

(訳)後楽園はあれど烏城の 

姿は今はなし。かわりに丹頂

鶴をはなちて、梅林に配せん｡ 

 今年度の｢岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える」講演会は、山陽新聞社さん太ホール

にて、９月２０日(月)に開催しました。参会者は２８０名で、今後の日中関係、世界平和を考える 

よい機会となりました。 

 第一部は、中国よりお招きした劉徳有先生(中国対外文化交流協会常務副会長)が、｢岡崎嘉平太

氏がめざした日中友好と世界平和への道｣の演題で、講演してくださいました。劉先生は、毛沢東

主席や周恩来総理、郭沫若氏など中国要人の日本語通訳を務められ、記者として、東京に１５年

間駐在されたご経歴もあり、日中関係をつぶさに知る歴史の証人です。岡崎嘉平太氏は､著書の中

で『日本語のうまい劉徳有君』と紹介されています。劉先生のお話からは、周恩来総理等中国要人や 

岡崎嘉平太氏、松村謙三代議士らが国交断絶の困難な状況の中を、アジアの安定、ひいては世界 

の平和に向けて、身を投げ打って尽力されたことがわかりました。 

 そして、劉先生もまた永年にわたる日中友好に尽力された功績が称えられ、勲二等旭日重光章の 

称号を贈られています｡通訳の難しさがわかる事実談も交え 

られての大変興味深いお話でした。 

 第二部は、｢日中友好のかけ橋４人の岡山人」と題した 

シンポジウムを行いました。天児 慧早稲田大学大学院教授を

コーディネーターに、土光敏夫氏の元秘書の居林次雄氏、 

岡崎嘉平太氏のご子息の岡崎彬氏、内山完造氏の顕彰をし 

ておられる片岡良仁｢先人顕彰会･井原｣幹事長、犬養木堂氏 

の研究者の時任英人倉敷芸術科学大学教授の４人の先生方 

にパネリストをしていただきました。 

 岡山の土壌、岡山人の歴史観に基づく先見性、そして、情や道理、信用を重んじる精神性が 

二千年の友好の歴史を持つ中国への関心を生み、日中友好を牽引する力になり、現在に続いて 

いることがわかりました。 

  この講演並びにシンポジウムは､講演記録｢岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える第九回 

講演会」にまとめ､一部三百円にて頒布しています｡ご希望の方は､岡崎嘉平太記念館までお問い 

合わせ下さい。  

第二部の様子 

 

 

           企画展 「上海と岡崎嘉平太」 の開催 
 

   2010.9.22 - 12.27 

  また、岡崎一家は、一時期､上海に渡り共に暮らされ 

  ており、当時の様子について吉井喜久子さんに回想 

 社宅は、日本人と中国人の両家族が暮らしていました。皆助け合い､雰囲気はとても良かった 

です｡社宅のペンキ塗りに来た中国人にお茶や果物を出すように岡崎さんから言われたので、 

お出ししたらとても喜ばれました。当時はそんなことをする日本人はあまりいなかったよう 

です。岡崎さんは、中国人、日本人分け隔て無く優しく接する方でした。(抄記) 
 ※吉井喜久子さんは､岡崎氏と同じ吉備中央町のお生まれで、昭和16年(1941)17歳の時に 

  上海に渡り、岡崎家のお手伝いを上海と東京で三年ほどされていました。 

■ 昭和17年(1942)に大東亜省に参事官を命じられ､上海大使館事務所で上海経済の立て直しにあた 

 られた。混迷する軍の施策に対処し、住民と双方に善策となる案を次々と出された。 
 

■ 終戦から終戦直後は、敗戦処理を任され中心的な役割を果たされた。また華工労働紛争の解決 

 のためにも奔走され、昭和21年4月日本へ引き揚げられる。 

 中国上海では、昨年万国博覧会が開催され、中国経済の発展はめざましく、世界の注目を集めて

いるところです。そして、岡崎嘉平太氏が中国に初めて足を踏み入れた地が上海でした。 

 この度の企画展では、日中戦争から太平洋戦争へと日中関係が日々悪化してゆく中で、岡崎氏が 

学生時代からの日中友好の想いを胸に信念を貫き、戦争の早期解決を目指して奔走され、また、 

終戦直後の混乱する上海での終戦処理にも尽力されたことを紹介しました。 

 期間中は、１，４７３人の方が見学に来てくださいました。展示の一部をご紹介します。 

  岡崎氏は著書の中で終戦をむかえる頃の心境について､次のように書かれていました。 

  『どっち道、命はないものと覚悟して敗戦の日の来るのを待つような心境になった｡そんなとき 

 辞世のつもりだったのか､今まで作ったこともない腰折れを口ずさんだ｡十億の東亜の民の安かれと  

 祈りて今日も かえりみず行く』｡厳しい状況と気概が感じられます。 

 上海市内に唯一  

あった日本庭園  

にて嘉平太氏の  

主催で､ピクニック 

が催され､日中の 

行員家族が招か 

れた｡ 

 写真は､上海に赴任した

頃の岡崎氏｡日本銀行から

金融為替調査のため陸軍

省事務嘱託として上海に

派遣された。昭和１２年

より日中戦争が始まり、 

当時上海は、軍が占領し

ていて､軍属にならない

と入れない場所だった｡ 

 日銀･華興商業銀

行での部下だった

安藤金蔵氏に贈っ

た書。岡崎氏は、

昭和14(1939)年5月
～同17(1942)年11月
まで華興商業銀行 

理事を務めた｡ 

日本銀行員として上海に赴任  昭和13年(1938) ｢生涯持一誠｣  

していただきました。  

■ 昭和14年(1939)日本銀行を退職し日中合弁銀行｢華興 

 商業銀行」理事として赴任した。岡崎氏は、中国側の   

 立場に立って仕事をすることが、ひいては、戦争を早期 

 解決に導く道だとの信念で実務にあたられた。 

  日本軍が上海を占領し戦況が日々激しさを増す中で､  

 軍の行動に憤っていた岡崎氏は､｢上海の住民に不利な 

 ことをしてはいけない､苛めては戦争は終わらない」 

 と､ことあるごとに日本政府高官に進言されていました。    

    


